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フィプロニル（CAS no. 120068-37-3） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

フィプロニルの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、甲状腺への作用、

無脊椎動物の繁殖への影響を示すこと、試験管内試験の報告において抗アンドロゲン作用を示すこ

と、疫学的調査の報告において視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用を示すことが示唆されたため。 

 

(１)生態影響 

 Chandler ら(2004a)によって、フィプロニル 0.16±0.15、0.22±0.17、0.42±0.25μg/L(測定濃度)に

Stage I コペポダイト幼生から最長 21 日間ばく露したカイアシ類ソコミジンコ目の一種

(Amphiascus tenuiremis)への影響が検討されている。その結果として、0.16μg/L以上のばく露区

で雌が交配から排卵に至るまでの所要日数の遅延、0.22μg/L 以上のばく露区で成体率(ばく露

12 日後)、生存雌の抱卵率の低値、雄及び雌が成体に至るまでの所要日数の遅延が認められた。 

また、フィプロニル 0.16±0.15、0.22±0.17、0.42±0.25μg/L(測定濃度)に Stage I コペポダイト

幼生から三世代に渡ってばく露したカイアシ類ソコミジンコ目の一種(Amphiascus tenuiremis)

への影響が検討されている。その結果として、0.16μg/L以上のばく露区で総個体数の低値が認

められた。 

想定される作用メカニズム：その他の作用(不明) 

 Chandler ら(2004b)によって、フィプロニル 0.25、0.50μg/L(設定濃度)にノープリウス幼生から

32 日間(ばく露開始から 18 から 21 日目に交配を開始し、その後の交配期間において３回の産

卵を観察)ばく露したカイアシ類ソコミジンコ目の一種(Amphiascus tenuiremis)への影響が検討

されている。その結果として、0.25μg/L以上のばく露区で抱卵雌の生存卵出産率の低値、個体

数の 80%が Stage I コペポダイトに至るまでの所要日数、雌が交配から排卵に至るまでの所要

日数の遅延、0.5μg/Lのばく露区で生存率の低値が認められた。 

また、フィプロニル 0.25、0.50μg/L(設定濃度)にノープリウス幼生から三世代に渡ってばく

露したカイアシ類ソコミジンコ目の一種(Amphiascus tenuiremis)への影響が検討されている。そ

の結果として、総ノープリウス幼生数(F1、F2及び F3それぞれについて)の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：その他の作用(不明) 

 Caryら(2004)によって、フィプロニル 0.63±0.05μg/L(測定濃度)に Stage Iコペポダイト幼生から

12 日間ばく露後、交配期間として更に 12 日間ばく露したカイアシ類ソコミジンコ目の一種

(Amphiascus tenuiremis)への影響が検討されている。その結果として、生存雌の抱卵率の低値、

雌が交配から排卵に至るまでの所要日数の遅延が認められた。 
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また、フィプロニル 0.63±0.05μg/L(測定濃度)に Stage Iコペポダイト幼生から 12日間ばく露

したカイアシ類ソコミジンコ目の一種(Amphiascus tenuiremis)雌雄への影響(ばく露後、12日間

の交配試験)が検討されている。その結果として、生存雌の抱卵率の低値、雌が交配から排卵

に至るまでの所要日数の遅延が認められた。 

また、フィプロニル 0.63±0.05μg/L(測定濃度)に Stage Iコペポダイト幼生から 12日間ばく露

したカイアシ類ソコミジンコ目の一種(Amphiascus tenuiremis)雄への影響(ばく露後、非ばく露

雌との 12日間の交配試験)が検討されている。その結果として、生存雌の抱卵率の低値、雌が

交配から排卵に至るまでの所要日数の遅延が認められた。 

また、フィプロニル 0.63±0.05μg/L(測定濃度)に Stage Iコペポダイト幼生から 12日間ばく露

したカイアシ類ソコミジンコ目の一種(Amphiascus tenuiremis)雌への影響(ばく露後、非ばく露

雄との 12日間の交配試験)が検討されているが、生存雌の抱卵率、雌が交配から排卵に至るま

での所要日数には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：その他の作用(不明) 

 

(２)甲状腺影響 

 Leghait ら(2009)によって、フィプロニル３mg/kg/dayを 11週齢以上から 14又は 28日間経口投

与した雌 Wistarラットへの影響が検討されている。その結果として、血清中総サイロキシン濃

度、血清中遊離サイロキシン濃度、血清中総トリヨードサイロニン濃度、血清中遊離トリヨー

ドサイロニン濃度の低値、血清中甲状腺刺激ホルモン濃度の高値が認められた。 

また、フィプロニル３mg/kg/day を 11 週齢以上から 14 又は 28 日間経口投与した雌 Wistar

ラット(甲状腺摘出処置後、トリヨリヨードサイロニン 12μg/kg/dayを 14 又は 28日間皮下投与)

への影響が検討されている。その結果として、血清中総サイキキシン体内半減期、血清中遊離

サイロキシン体内半減期の低値が認められた。 

なお、フィプロニル代謝物フィプロニルスルホンの血清中濃度がフィプロニルの 20 倍超で

あったことから、これらの甲状腺影響がフィプロニルの代謝活性化によるものであることが示

唆された。 

想定される作用メカニズム：その他の作用（肝臓における甲状腺ホルモン代謝） 

 

 (３)抗アンドロゲン作用 

 Ait-Aissa ら(2010)によって、フィプロニル 0.1、0.3、１、３、10μM(=43.7、131、437、1,310、

4,370μg/L)の濃度に18時間ばく露(5α-ジヒドロテストステロン0.1nM共存下)したヒト乳がん細

胞 MDA-kb2(アンドロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(アンドロゲン応答配列を

もつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結

果として、IC50値 6.82μM(=2,980μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導の阻害が認められた。 

 

(４)疫学的調査 

 Herin ら(2011)によって、フィプロニルについて、フランスにて 2008 年にかけて、フィプロニ

ル含有獣医薬製造業従事者 159 名(男性 80 名、女性 79 名、平均年齢 34.1±7.5 歳、フィプロニ

ルばく露業務従事平均年数 4±3.6 年、血清中フィプロニルは 33 名について検出され平均濃度

0.47±0.28μg/L、血清中フィプロニルスルホンは 155名について検出され平均濃度 7.79±7.65μg/L)

を対象に、フィプロニルばく露と血清中甲状腺ホルモン関連ホルモン濃度との関連性について

検討されている。その結果として、血清中フィプロニルスルホン濃度と血清中甲状腺刺激ホル
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モン濃度とに負の相関性が認められた。 

なお、血清中フィプロニルスルホン濃度と血清中遊離サイロキシン濃度、血清中フィプロニ

ルスルホン濃度と血清中総サイロキシン濃度、血清中フィプロニル濃度と血清中甲状腺刺激ホ

ルモン濃度、血清中フィプロニル濃度と血清中遊離サイロキシン濃度、血清中フィプロニル濃

度と血清中総サイロキシン濃度とには相関性は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 
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